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研究要旨 頚椎後縦靭帯骨化症に対する後方除圧術の治療成績を、ASA の

physical status 分類により比較検討した。手術時間/出血量は、PS1 群で 127 分

/64ml、PS2 群で 145 分/80ml、PS3 群で 137 分/58ml と 3 群間に大きな差は無く、

JOA score改善率も、PS1群 50.6%、PS2群 53.3%、PS3群 44.7%で有意差は無か

った。C5 麻痺等の合併症発生頻度においても有意差を認めなかった。頚椎後縦靭

帯骨化症に対する後方除圧術は、ハイリスク患者にも比較的安全で、かつ治療成

績も安定した手術手技と考えられた。 

 

Ａ．研究目的 

頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）に対する後方

除圧術の治療成績は、これまでにも報告さ

れてきた。しかしながら、術前全身状態の

指標となる米国麻酔学会術前状態分類(ASA 

physical status classification)に着目し

て検討された報告はない。本研究の目的は、

OPLL に対する後方除圧術の治療成績を

ASA-PS分類により比較検討することである。 

 

Ｂ．研究方法 

対象は、17 施設で頚椎 OPLL に対して後方

除圧術を施行し、術後最低 1 年の観察期間

を有する 162 例である。ASA の身体評価に

よる PS 分類を行い、治療成績の比較検討を

行った。検討項目は、年齢、BMI、手術時間、

出血量、術前・最終調査時の JOA スコアと

改善率および周術期合併症で、一元配置分

散分析およびカイ 2 乗検定を用いて統計学

的に解析した。 

 

Ｃ．研究結果 

ASA の身体評価による PS分類により、PS1 

 

 

群 56 例、PS2 群 85 例、PS3 群 21 例に分類

された。手術時年齢は、PS1 群で 63.2 歳、

PS2 群で 66.7 歳、PS3 群で 72.1 歳と、3群

間に有意差を認め（p<0.01）、PS 分類が高

グレード化するほど高齢化していた。BMI

は、PS1 群で 24.3、PS2 群で 26.5、PS3 群

で 24.0 と、PS2 群では他の群に比し有意に

高値であった（p<0.01）。手術時間は、PS1

群で 127 分、PS2 群で 145 分、PS3 群で 137

分と、PS2 群は PS1 群より有意に長かった

ものの（p<0.05）、出血量は PS1 群で 64g、

PS2 群で 80g、PS3 群で 58g と 3群間に有意

差を認めず、概ね安定していた。JOA スコ

アの術前/最終調査時/改善率は、PS1 群で

11.2/14.3/50.6% 、 PS2 群 で

11.1/14.4/53.3%、PS3 群で 9.5/12.9/44.7%

と、全ての群で有意に改善していた

（p<0.01）。PS3 群の JOA スコアは、術前・

最終調査時の各々において、PS1 群および 2

群よりも低値であったが（p<0.05）、改善

率では 3 群間に有意差を認めなかった。周

術期合併症の発生率は、神経症状の増悪が
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PS2 群ならびに 3 群で多い傾向を認めたが

（3.5/4.8%）、いずれも有意差を認めなか

った。 

 

Ｄ．考察、 

頚椎 OPLL に対する後方除圧術は、PS 3 群

間において、手術時間や出血量に大きな差

はなく、手術侵襲は概ね安定していると考

えられた。また、術前/最終調査時の JOA ス

コアは、PS3 群で他の 2群よりも低値であ

ったが、術後獲得 JOA スコアは 3点程度で

改善率の有意差はなく、治療成績も安定し

ていた。頚椎 OPLL に対する後方除圧術は、

PS 分類により手術侵襲や改善率、また合併

症の発生率に大きな差を認めず、比較的安

定した手術手技と考えられた。 

 

Ｅ．結論 

頚椎後縦靭帯骨化症に対する後方除圧術の

ASA-PS 分類による比較では、手術侵襲や改

善率、合併症発生率に大きな差を認めなか

った。 
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